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2C5 CREDIT  システムについて 

村山 直美・ 0 宮下 水，手頃 誠 新日本製鉄 

  

1 . はじめに 

日本鉄鋼業は、 石油危機後の 低成長時代、 量が伸びないなかで 多様化に向けた 商品開発 

と 効率向上のための 技術開発を進めたが、 昭和 50 年代後半には、 現状プロセスを 前提とし 

た技術に対する 一種の成熟感が 生じ始めていた。 一方で、 貿易摩擦～円高等から 経営環境 

も 厳しさを増し、 業務システムを 含めた大幅な 合理化が喫緊の 課題となっていた。 

こうした状況に 対し技術突破への 期待が高まり、 抜本的プロセス 変革や高機能新商品の 

開発に重点が 置かれ始めたが、 これに合わせ、 研究開発の活性化と 関連業務の簡素化との 

両立を狙って、 昭和 62 年度から新しい 研究開発遥宮システム (CRED I T システム ) を 

導入した。 その運営状況、 今後の課題について 述べる。 

2 . 課題認識 

2 一 1 . 鉄鋼技術の流れ ( 図表 1  成熟期の技術革新 ) 

戦後の高度成長期、 技術革新の主流は 

大型化、 高速化、 連続化、 高能率化であ なほ *f のねらい 
      

った 。 エ % 内ならびにエ % 曲軸 宰化 沫 仮子Ⅰ 処珪 

( エ % 炬 祐一ミ 桔化 ) 伝炉 接合 吹典 

石油危機後、 低成長時代に 突入すると 二次 宙 技の強化 ( 鹿 ガス 侍 ) 

ともに、 それは省エネ、 ・ 省 石油、 工程の ユ技憶モ 一百枝圧延 

G 且 P.L. ( 迫 れ焼飽 処理ライン ) 

効率化、 製品多様化と 高級化、 これらを 省ヱネ ルギー 
オールⅠ 一 クス 摂接 

支えるシステム 化 、 へと変化した。 とくに竹石油 穏肋炭 の 通 伊吹込み 

百戸戸 頂旺 / 一 ビン 

しかし、 従来プロセスを 前提とする 限 コークスⅠ 枯 回収 

れ り Ⅰ ま ら も限界に近づ ぃ 来てお り 

偉笘億掻熱 回収 

臆 片枝 入 圧延 

固定費を中心とした 更なるコストダウン 輿 反歩 接 化と再 傾化 車坂妬冊お信 

や高機能新商品を 目指した抜本的なプロ 高恩ラインバイプ 

表面 爪珪 Ⅰ 板 
セス変革が求められている。 クラウン ぬ毎                   乎祖化 

しかも、 もはや技術的にトップに 立っ システム化 ヱ ネルギ センク - 

ている日本は 、 自らリスクを 犯してその 高炉   伝伊 俺のコンビュ - ク一 

  
研究開発に取り 組まねばならない。   
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Ⅱ ひ も   巴 

エンジニアリンク     中央研究本部 

事業本部 

e コ巳ウ くコニラ 圭 生命 ヌミ 戸叶 

新規事業部門 設備技術本部 

2 一 3 . 従来の研究開発運営システムとその 問題点 ( 図表 3  研究開発テーマ 構造 J 

1 ) 従来は、 どちらかというと 全社調整テーマの 

数が多く、 網羅的かつ整合性をとった 充分な 

検討・調整が 行われていた。 

2 ) また、 これら全社テーマの 調整にあ たっては、 

戦略討議や事業部方針を 踏まえた、 ニーズ面 

からの ( 技術本部主導の ) テーマ検討が 主体 

であ った。 

3 ) 予算措置については、 実行時期の来た 個別 

案件毎に、 社 全体の予算運用との 整合性を 

図りつつ、 その都度判断を 行っていた。 

4 ) このように、 ニーズ面での 整理は充分に 行わ 

れていたが、 調整に手間取り 随時性に欠ける 

面があ った。 またシーズ主導型の 研究が進み 

にくい点もあ った。 

会社プロジェクト 

会 社特定重点テーマ 

会 社重点テーマ 

会 社一般テーマ 

研究部門内研究 

製鉄所研究開発 
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( 図表 4  研究開発の性格区分 コ 

( 社 として計画的に 推進 )  ( 部門・箇所に 推進を委ねる ) 

開発主体 ゑ． 全粒開発テーマ d  . 分野・箇所課題 

研究主体 b  . 会 社研究テーマ c . 自発研究 
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5) フォロ一方法については、 経営レベルでの 意思決定支援充実に 主眼を置いた。 会 社 

テーマについては 最低年 1 回は個別に進捗フォロ ーし 、 それ以外については 成果の 

出たものについて、 部門・箇所単位で 報告することとした。 同時にこれらを 公式 

記録として残し、 実用化状況や 波及効果などの 事後フォロ ーを 可能とした。 

5 . 運営状況 
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